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特集　
後世への伝承

memo

旬感
NEWS

☆旬を感じるニュースをお届け☆

旬感
NEWS

　２月９日㈯から17 日㈰まで、生涯学習センターで「お

おい自然園展示会」を開催しました。この展示会は昨年

度から開催され、今年で２回目となりますが、町内外か

らのべ 348 人の方にご来場いただきました。９日と 16

日には、３人の講師をお招きしてギャラリートークを行い、

大井町の身近な自然のすばらしさを熱く語っていただき

ました。

　参観した方から、「セミのぬけがらがたくさん展示して

あっておもしろかった」「子どもたちが町の自然に興味を

持つきっかけになると思う」「大井町にもまだまだ自然が

残っていると感じ、うれしくなった」という感想がありま

した。展示会はこれからも継続して開催する予定です。

　大井町の自然について、興味深い情報が次 と々届くこ

とでしょう。

おおい自然園展示会

大井町の自然を再発見！

中村俊
としふみ

文さん 酒井春
はるひこ

彦さん

ギャラリートーク
 Gallery  Talk 

開成町立
文命中学校長

中井町立井ノ口
小学校総括教諭 おおい自然園園長

一
ち ょ っ き

寸木肇
はじめ

さん

④了義寺の杉の板戸絵
昭和 46.6.8・町

２



後世への伝承
私たちが生まれるはるか昔、時にして約 2,500 年前から、この

大井町に人が暮らしていた。時代は弥生時代前期である。こ

のことは、山田地区にある中屋敷遺跡の発掘調査により明らか

になった。

先人が遺した遺跡・遺物は、当時の姿を映し出す大変貴重な

資料であり、後世に受け継いでいかなければならない。

町内の文化財にスポットを当て、その伝承について取材した。

無形文化財
●篠窪の麦打唄

昭和 50.2.8・町

●田植唄

昭和 51.11.11 町

民俗文化財
⑥上大井三島神社の算額→Ｐ. ４で紹介

●上大井祭囃子→Ｐ. ８で紹介

●金手祭りばやし→Ｐ. ８で紹介

①土偶
昭和 36.2.17・国

⑧敷石住居跡
昭和 46.7.24・町

⑦酒匂堰取水口跡
昭和 46.6.8・町

⑪ストーンサークル
（環状列石）

昭和 48.8.28・町

⑨公孫樹（柳 稲荷社の
　夫婦銀杏）
昭和 47.10.3・町

⑩公孫樹（東福院の銀杏）
昭和 47.10.3・町

⑫柳稲荷社のムクロジ
昭和 58.6.2・町

⑬椎の木森
→Ｐ. ６で紹介

②往生要集 上中下
平成元 .6.12・国

③三嶋神社の
　木造薬師如来坐像
昭和 62.11.20・県

④了義寺の杉の板戸絵
昭和 46.6.8・町

⑤宝篋印塔
昭和 47.3.29・町

特集 大切にしたい

　先人の息吹を感じる　町の貴重な文化財

有形文化財記念物

①土偶
昭和 36.2.17：国

地図上の所在地 文化財の名称

国・県・町重要文化財指定日

★写真の下の説明の見方

相模金子駅

上大井駅
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三嶋神社の算額
町指定重要文化財
平成 24 年 11 月 30 日指定

有形民俗文化財

三嶋神社の算額は、昨年、21 年ぶ

りに町の重要文化財に指定された。

墨で書かれた文字が薄れ、不鮮明文

字が多数あるが、「神奈川県和算研

究会」の調査によると、作成者は安

藤為吉で、1882 年（明治 15 年）に

掲額されたものであることが分かっ

た。

発
見
は
偶
然
に

　

上
大
井
の
三
嶋
神
社
で
発
見
さ

れ
た
算
額
は
、
長
年
、
境
内
に
あ

る
み
こ
し
を
保
管
す
る
建
物
の
壁

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
発
見
者
で

同
神
社
の
宮
司
、
加
藤
嘉よ

し
た
か孝

さ
ん

は
「
昔
か
ら
あ
る
の
で
、
大
切
な

も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
」
と
話
す
。
発
見
は
偶
然

で
、
当
時
加
藤
さ
ん
が
読
ん
で
い

た
書
籍
に
算
額
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
て
、
そ
の
存
在
に
気
づ
い
た

の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
三
嶋
神

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲

載
し
た
と
こ
ろ
、
県
の
和
算
研
究

会
か
ら
調
査
の
依
頼
が
あ
り
、
正

式
に
算
額
と
判
明
し
た
。

　

算
額
は
、
和
算
（
現
在
の
数
学

の
よ
う
な
も
の
で
、
一
般
庶
民
が

囲
碁
や
将
棋
を
す
る
感
覚
で
行
っ

て
い
た
）
の
難
問
が
解
け
た
こ
と

を
神
仏
に
感
謝
し
、
神
社
な
ど
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
風
習

は
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
学

問
の
高
さ
を
示
す
資
料
で
あ
り
、

そ
の
数
は
県
内
で
10
面
し
か
現
存

せ
ず
、
と
て
も
貴
重
だ
。

　
「
調
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
貴
重
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
加
藤

さ
ん
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
そ
う

だ
。

先
人
の
遺の
こ

し
た
も
の
は

大
切
に
伝
え
た
い

　

算
額
を
よ
く
見
る
と
、
図
形
の

下
に
墨
で
書
か
れ
た
文
字
が
薄
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

時と

き代
と
と
も
に
だ
い
ぶ
劣
化
し
て

き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。「
算

額
は
、
先
人
が
遺
し
た
貴
重
な
資

料
で
あ
り
、
後
世
に
大
切
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
適
切
な
温
度
や
湿
度
を

管
理
で
き
る
と
こ
ろ
に
収
蔵
し
て

７２cm

算額が発見された三嶋神社

神
奈
川
県
内
の
現
存
算
額（
10
面
）

掲額年代 掲額者 掲額社寺 掲額地
文 化 ６ 年（1809）藤原計墨矩 真福寺 横浜市緑区
文 政 ６ 年（1823）金城山人 須賀神社 川崎市多摩区
嘉 永 ３ 年（1850）村田長治郎門人 小野神社 厚木市
嘉 永 ４ 年（1851）水田良温 大稲荷神社 小田原市
明 治 13 年（1880）「冨川産」と記す 熊野神社 横浜市港北区
明 治 15 年（1882）安藤為吉 三嶋神社 大井町
明治 22 年（1889）松本弥左衛門門人 蓑笠神社 中井町
明治 26 年（1893）宮田八之丞 真福寺 横浜市緑区

同上 宮田末吉 同上 同上
大 正 10 年（1921）須藤善造 比々多神社 伊勢原市

●
県
内
で
最
古
の
算
額

（藤原計墨矩掲額　真福寺所蔵）
４



１３９．５cm

問題を表す図形は

日本画に使う顔料

のようなもので、

図形の下の問題文

と解答は墨で書か

れている。

記されている問題

は５問。数学の力

を誇示するために

最 低 限５問 程 度

必要だったのでは

との説がある。

【問題】
今、円内に図の如く、甲円２個、

乙円２個、丙円４個あり。その間

隙に赤積を入れる。

只云う。赤積若干。丙円径を得

る術を問う。

（上図の図形が与えられた場合、

丙の直径をどのように求めるかを

問う問題）

【解答】

術曰く　只言う積（赤積）を置く。

円積率及び６個をもって除き、平

方に開き、丙円径を得て問に合

わす。

三嶋神社　宮司

加藤嘉
よしたか

孝 さん

後世への伝承特集

甲
圓

甲
圓

丙
圓

丙
圓

丙
圓

丙
圓

乙
圓

乙
圓

丙円径＝　赤積／（円積率×６）

Q A＆算額にはこんな問題が

※円積率＝π
パイ

／４

●「和算かながわ」（神奈川県和算
　  研究会発行）参照

お
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」
と
、
加
藤
さ
ん
も
今

後
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
慎
重
に

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
井
の
当
時
の
学
問
の

高
さ
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
し

て
、
算
額
を
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
い
た
い
気
持
ち
も
強
い
と
話

す
。
現
在
は
、
レ
プ
リ
カ
を
製
作

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
他
神

社
で
の
同
様
の
ケ
ー
ス
を
調
べ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

●
県
西
地
域
の
算
額

小
田
原
市

中
井
町

（水田良温掲額　大稲荷神社所蔵）

（松本弥左衛門門人掲額　蓑笠神社所蔵）

●
町
で
は
、
三
嶋
社
の
算
額
の
模

型
を
製
作
し
、
資
料
展
示
室
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
）
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
課  

☎
83
―
５
４
０
９
）

５



鎮
守
の
森

　

篠
窪
の
三
嶋
社
は
、
古
く
か
ら

地
元
住
民
の
心
の
よ
り
所
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
地
元
の
一

説
で
は
、
鎌
倉
時
代
、
こ
の
地
域

を
治
め
て
い
た
二
階
堂
氏
が
、
三

嶋
大
社
（
現
在
の
静
岡
県
三
島
市

に
あ
る
神
社
で
、
源
頼
朝
が
源
氏

再
興
を
祈
願
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
）
か
ら
神
様
を
連
れ
て
き
て
ま

つ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
椎
の
木
森

は
聖
域
を
守
る
「
鎮
守
の
森
」
と

し
て
、
社

や
し
ろ
と
と
も
に
大
切
に
さ
れ

て
き
た
。

　

し
か
し
、昭
和
40
年
代
頃
か
ら
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
と
も
に

森
周
辺
の
土
地
が
荒
れ
る
よ
う
に

根が腐り、倒れてしまった椎の木。
森の保全のため、何らかの対策
が必要であった。

な
り
、
近
年
は
、
境
内
に
竹
が
繁

茂
す
る
状
態
と
な
っ
た
。
竹
や
ぶ

は
、
森
へ
の
光
を
遮
り
、
森
の
栄

養
を
奪
う
。
そ
の
結
果
、
根
が
腐

り
、
立
ち
枯
れ
し
て
し
ま
う
椎
の

木
が
続
出
し
た
。
古
く
か
ら
残
さ

れ
た
自
然
林
と
し
て
、
そ
の
美
し

さ
を
維
持
し
続
け
て
き
た
椎
の
木

森
で
あ
っ
た
が
、
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
手
を

打
つ
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

篠窪の三嶋社の森は、椎と樫の巨木

が 27 本あり、「椎の木森」と呼ばれ

ている。アオキ、シロダモ、ヤブツ

バキ、モクレイシなど、大井に自生

する常緑植物のほとんどが生息する

県下でまれに見る自然林で、かなが

わの美林 50 選になっている。

篠窪の椎
しい

の木森
町指定重要文化財
昭和 47 年 10 月３日指定

天然記念物

６



樹　　高　15 ｍ
胸高周囲　5.9 ｍ
樹　　齢　推定約 500 年
場　　所　三嶋社入口

昭和 59 年 12 月選定

自
然
を
残
し
な
が
ら

　

悲
鳴
を
あ
げ
る
椎
の
木
森
を
助

け
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
の

は
、
長
年
こ
の
地
を
憩
い
の
場
と

し
て
大
切
に
し
て
き
た
地
元
の
人

た
ち
だ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
人
、
稲
葉
一
郎

さ
ん
（
篠
窪
）
は
、
５
年
ほ
ど
前

か
ら
森
に
繁
茂
す
る
竹
の
伐
採
に

取
り
か
か
っ
た
。
そ
し
て
、
竹
を

取
り
除
い
た
場
所
に
、
こ
の
土
地

で
育
っ
た
椎
の
苗
木
を
移
植
し
て

（篠窪）
三嶋社氏子総代 さん内藤 雅

まさてる

照

（篠窪）さん稲葉 一
いちろう

郎

かながわの名木 100 選

シイ
和名：スダジイ（ブナ科）

い
る
。
椎
の
木
は
こ
の
土
地
の
原

生
林
で
あ
り
、
自
然
に
成
長
し
て

い
く
た
め
、
移
植
後
は
手
を
加
え

ず
、
自
然
の
摂
理
に
任
せ
る
予
定

だ
。
最
低
限
の
保
全
作
業
で
、
も

と
の
椎
の
木
森
の
美
し
さ
を
取
り

戻
し
て
欲
し
い
。
地
元
の
人
た
ち

の
願
い
は
一
つ
だ
。

椎の木森の保全のため、地元の人たちが
協力して美化作業などをしています。台風
でサワラが３本倒れて、社殿が壊れたと
きも、地元の多くの人が修復作業に当た
りました。いつまでもこの森が、地元の
人に愛される森であって欲しいです。

三
み し ま し ゃ

嶋社
古くから、地元の人の信仰
の場とされてきた。社を守
るように椎の木森が取り囲
む。境内には神

か ぐ ら で ん

楽殿が併
設されていて、数年前まで
自治会の祭りの余興など
が行われていた。

この森は、草や低木、高木などさまざま
な大きさの草木で成り立っているため、そ
のバランスを守ることが大切です。私たち
がすべきことは何なのか、専門書を読ん
だり、専門家に話を聞いたりしながら
森の再生に取り組んでいます。

後世への伝承特集
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一
度
は
途
切
れ
た
囃
子
の
音
色

　

古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
上

大
井
の
祭
囃
子
は
、
昭
和
31
年
、

町
村
の
合
併
に
よ
り
青
年
団
が
解

散
し
、
一
度
は
そ
の
音
色
を
聞
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
昭
和
45
年
、
当
時
の

自
治
会
長
が
音
頭
を
と
り
、
久
し

ぶ
り
に
山だ

し車
を
ひ
い
て
太
鼓
を
た

た
い
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
に
ぎ
わ

い
は
大
き
く
、
復
活
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
51
年

「
上
大
井
祭
囃
子
保
存
会
」。（
初

代
会
長
は
内
田
晃の

ぼ
るさ

ん
）
が
発
足

し
、
翌
年
、
町
の
重
要
文
化
財
の

指
定
を
受
け
た
。

前
夜
祭
の
き
っ
か
け
は
雨

　

保
存
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
４
月
に
行
わ
れ
る
上
大
井

三
嶋
神
社
の
お
祭
り
。
し
か
し

昭
和
55
年
は
雨
天
の
た
め
、
当

時
三
嶋
神
社
に
あ
っ
た
神
楽
殿

で
太
鼓
を
た
た
い
た
。
す
る
と
、

予
想
以
上
に
多
く
の
見
学
者
が

集
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
後
は
前

夜
祭
で
太
鼓
を
披
露
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
始
ま
っ

た
前
夜
祭
は
、
現
在
で
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
。

上大井祭
まつりばやし

囃子は、明治初期に小田

原囃子から伝承されたもので、葛西

囃子の系統の祭囃子である。この祭

囃子を伝承しているのが「上大井祭

囃子保存会」で、会員は 30 人。

上大井祭囃子
町指定重要文化財

昭和 52 年５月４日指定

無形民俗文化財

上大井祭囃子保存会

（上大井）
さん瀬戸昭

あきよし

義

※葛西囃子 ･･･ 葛西地方に起り、今も
広く東京地方に行われる祭礼の囃子。

※小田原囃子 ･･･ 葛西地方の流れをく
む。音曲は変化に富み 、他の祭囃子に
比べてゆったりとしていて華やか。

　保存会の会員は、仕事をしている人がほとん

どですが、保存会の活動に情熱を持っている人

が多く、全面的に協力してくれています。

　年に一回の研修旅行では、多くの会員が集ま

り、マイクロバスで他所のお祭りやお囃子、山

車などを見学し、新しい刺激を受けています。

　お囃子の伝承のため、子どもたちへの指導も

重要です。小学生には、「太鼓が上手になるこ

とも大事だけれど、一生懸命覚えよう・習おう

という気持ちが何より大事。始めから完璧にで

きる人はいないんだから間違ってもいい。」そう

言って励ましています。最近では中学生や高校

生の参加もあり、指導を手伝ってくれます。きっ

と、小学生のときに太鼓をたたいていたのが楽

しかったのでしょう。子どもたちから「太鼓って

楽しい」という言葉を聞くと、この役をやってて

よかったと心から思います。

会長

「会員の方の
　協力に感謝」
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金
手
祭
ば
や
し
の
変
遷

　

金
手
祭
ば
や
し
は
、
金
手
地
域

に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
の
一
つ
で
、

金
手
地
域
の
氏
神
で
あ
る
三
嶋
神

社
の
祭
典
の
と
き
、
こ
の
祭
ば
や

し
が
奉
納
さ
れ
、
自
治
会
内
で
は

山
車
の
渡と

ぎ
ょ御
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

山
車
の
渡
御
は
、
昭
和
28
年
ご
ろ

か
ら
、
青
年
団
の
解
散
に
よ
り
、

長
ら
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
昭
和
54
年
、
子
ど
も

会
の
夏
休
み
事
業
で
太
鼓
の
練
習

が
行
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
昔
を
知
る
人
た
ち
の
間
で
、

も
う
一
度
山
車
に
乗
っ
て
太
鼓
を

た
た
き
た
い
と
い
う
情
熱
が
高

ま
っ
た
。
当
時
を
知
る
小
野
進

す
す
む

さ
ん
（
元
金
手
祭
ば
や
し
保
存
会

会
長
）
は
、「
あ
の
頃
は
生
活
も

安
定
し
て
き
て
、
神
社
の
た
め
に

何
か
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
い

う
余
裕
が
で
き
て
き
た
の
だ
と
思

う
」
と
話
す
。
同
志
が
集
ま
り
、

す
ぐ
に
同
好
会
が
結
成
さ
れ
、
３

年
後
の
昭
和
57
年
、
30
人
ほ
ど
の

賛
同
を
得
て
、
現
在
の
「
金
手
祭

ば
や
し
保
存
会
」
が
発
足
し
た
。

世
代
を
超
え
た
交
流
で
伝
承

　

お
囃
子
の
伝
承
は
、
昔
太
鼓
を

た
た
い
て
い
た
人
た
ち
に
よ
っ
て

新
し
い
人
に
伝
え
ら
れ
た
。
現
在

で
は
、
毎
月
自
治
会
館
に
10
人
以

上
が
集
ま
り
、
会
員
の
親
睦
を
深

金手祭ばやし
町指定重要文化財

平成３年７月 18 日指定

後世への伝承特集

金手祭ばやしも、上大井祭囃子同様、

明治初期に小田原囃子から伝承され

た葛西囃子の系統の祭囃子である。

この祭囃子を伝承しているのが「金

手祭ばやし保存会」で、会員は 41 人。

無形民俗文化財

◇◇◇取材を終えて◇◇◇

特集　後世への伝承　終わり

　今号では、町内にある多くの文化財
の中から、「算額」「椎の木森」「祭ばやし」
の３つにスポットを当てて取材をした。
今回インタビューをした皆さんは、現在
町に遺されている貴重な財産を、大切
に保存していかなければならないという
強い使命感を持たれていて、私は、文
化財の伝承には、文化財そのものとと
もに、この強い気持ちを伝承させるこ
とも重要なのではないかと思わされた。
取材した方の一人がこう言っていた。「お
れが退いても、あとがしっかりしてるか
らいつでも大丈夫だ」後世へのバトン
タッチがスムーズに行われることを、切
に願いたい。

め
な
が
ら
、
定
期
的
に
練
習
を
し

て
い
る
。

　

次
世
代
へ
の
伝
承
も
盛
ん
で
、

毎
年
小
学
生
が
、
５
月
の
連
休
明

け
か
ら
７
月
ま
で
の
夜
、
自
治
会

館
に
集
ま
り
練
習
を
し
て
い
る
。

発
表
の
場
は
、
７
月
に
行
わ
れ
る

自
治
会
の
夏
祭
り
で
、
子
ど
も
た

ち
は
練
習
の
成
果
を
一
生
懸
命
披

露
す
る
。
昨
年
は
中
学
生
の
参
加

も
あ
り
、50
人
近
く
も
集
ま
っ
た
。

上
級
生
が
下
級
生
に
太
鼓
の
た
た

き
方
を
教
え
る
姿
も
見
ら
れ
、
金

手
祭
ば
や
し
の
息
吹
は
、
確
実
に

次
世
代
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

９



　県下農業協同組合と県農業協同組合中央会が主

催するコンクールで、小学４～６年生作文の部（応

募1,551点）で加藤息吹さんが県環境農政局長賞

を受賞しました。

　県共同募金会と県社会福祉協議会が主催するコン

クール（小中学校で 9,981 編の応募）で、島田篤史く

んと金子光瑠さんが準優秀賞を受賞しました。

題「ごはんがあれば」

さん加藤息
い ぶ き

吹
上大井小学校５年生

くん島田篤
あ つ し

史
上大井小学校５年生

題「思いやる心」

さん金子光
ひ か る

瑠
湘光中学校３年生

題「入院して考えたこと」

県環境農政局長賞を受賞

第 37 回「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール

第 36 回神奈川県福祉作文コンクール

準優秀賞に２名

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
２
月
10
日
㈰
、
秦

野
市
中
央
運
動
公
園
か
ら
県
立
相
模
湖

公
園
ま
で
の
コ
ー
ス
（
７
区
間
・
51
・

５
㌔
）
を
走
る
「
第
67
回
市
町
村
対
抗

「『
か
な
が
わ
駅
伝
』
競
走
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
各
市
町
の
代
表
選
手
は
、
沿

道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
一
杯
の
走

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

大
井
町
代
表
チ
ー
ム
は
町
村
の
部
４

連
覇
に
挑
み
ま
し
た
が
、
優
勝
の
壁
は

厚
く
、
町
村
の
部
７
位
（
総
合
26
位
）

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

出
せ
る
力
を
全
て
出
し
切
り
、
大
井

町
代
表
選
手
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
選
手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

第
67
回
市
町
村
対
抗
「
か
な
が
わ
駅
伝
」
競
走
大
会

町
村
の
部
４
連
覇
を
目
指
し
力
走

■ 監督
　 古澤元

げんいち

一さん（馬場）

■ 選手
　１区  小川智

と も や

也さん（市場）

　２区  岩本瑛
え い ご

吾さん（河原）

　３区  覚張昌
まさとし

聴さん（上大井）

　４区  丹羽七
な な み

海さん（根岸下）

　５区  田村健
け ん ご

吾さん（馬場）

　６区  平野泰
たいすけ

輔さん（金手）

　７区  藤澤全
まさよし

禎さん（金手）

　・海老名俊
としひこ

彦さん（河原）

　・長谷川隆
たかのり

智さん（馬場）

　・内海玲
れ み

美さん（金手）

　・香川遼
りょうたろう

太郎さん（上山田）

《順位》　
●総合　26 位（30 市町参加）

●町村の部　７位（11 町参加）

《記録》　
２時間 59 分 06 秒

▼チーム一丸でたすきを
つないだ（ゴールテープを
切る藤澤全禎さん）
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日本年金機構小田原事務所　☎ 22-1391

町民課　☎ 85-5007
まさお君 28 歳
サラリーマン

この手続きを怠ると、年金額が減る場合や、年金その
ものが受け取れなくなる場合があるよ！
退職日の翌日から14 日以内に手続きをしてね！

国民年金○×クイズ

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き

　

退
職
後
、
厚
生
年
金
保
険
の

適
用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場

合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
も
、
同

様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
と

そ
の
配
偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る

人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外

の
人
）
は
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
年
金

手
帳
か
基
礎
年
金
番
号
通
知
を

添
付
し
て
、
町
民
課
の
窓
口
に

届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

月
額
１
万
５
０
４
０
円
で
す
。

【
Ｑ
１
】　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

一
括
で
納
め
て
も
毎
月
納
め
て

も
、
保
険
料
は
変
わ
ら
な
い

【
Ｑ
２
】
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

の
免
除
制
度
が
あ
る

【
解
説
１
】
×

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
前
納
割

引
制
度
が
あ
り
、
仮
に
平
成
25
年

度
の
保
険
料
を
現
金
で
１
年
分
前

納
す
る
と
、３
２
０
０
円
の
割
引
、

６
か
月
分
だ
と
、
７
３
０
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
。
前
納
用
の
納
付

書
は
、
４
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
、

前
納
の
期
限
は
４
月
30
日
ま
で
で

す
。

【
解
説
２
】
○

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
を
受
け
る

に
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
と
、

世
帯
主
と
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

を
基
に
し
た
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
は
、
前

年
所
得
に
対
す
る
所
得
基
準
に

よ
っ
て
四
段
階
に
別
れ
て
い
ま

す
。

【
ま
さ
お
君
問
題
】

　

ま
さ
お
君
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

28
歳
）
は
、
３
月
い
っ
ぱ
い
で
会

社
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
も
し
ま
さ
お
君
が
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り
替

え
手
続
き
を
怠
っ
て
し
ま
う
と
、

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

※
解
答
は
、
ま
さ
お
君
の
コ
メ
ン
ト

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町長
間宮恒行

　

昭
和
を
代
表
し
た
名
横
綱
大
鵬
関
は
、

「
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
」
の
流
行
語
を

生
み
出
す
ほ
ど
強
か
っ
た
。
柏
鵬
時
代

を
築
い
た
柏
戸
関
と
大
鵬
関
で
あ
っ
た

が
、
柏
戸
関
は
故
障
が
多
く
大
鵬
関
が

圧
倒
し
て
お
り
、
あ
ま
り
の
強
さ
に
テ

レ
ビ
視
聴
率
が
落
ち
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
除

く
民
放
は
相
撲
中
継
か
ら
撤
退
す
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
昭
和
46
年
に
引
退
す
る

ま
で
、
優
勝
回
数
32
回
の
前
人
未
踏
の

記
録
を
打
ち
立
て
た
大
鵬
親
方
が
、
１

月
19
日
に
な
く
な
っ
た
。
多
く
の
国
民

に
、
夢
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
巨
人
、大
鵬
、卵
焼
き
」
の
流
行
語
は
、

昭
和
36
年
の
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
当
時

は
多
く
の
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
普
及
し
、

茶
の
間
に
い
な
が
ら
相
撲
桟さ
じ
き敷

に
陣
取

る
よ
う
に
、
取
り
口
か
ら
決
ま
り
手
ま

で
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ロ
レ
ス
や
野
球
中
継
も
人
気
の
テ
レ

ビ
番
組
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
ス
の
ス
タ
ー

は
力
道
山
、
野
球
で
は
長
島
茂
雄
と
王

強
き
時
代

貞
治
が
活
躍
す
る
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

が
人
気
で
あ
っ
た
。
庶
民
生
活
で
は
卵

焼
き
が
お
い
し
い
食
べ
物
と
さ
れ
て
い

た
時
代
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
は
高
度
経
済
成
長
期
で
、

テ
レ
ビ
を
始
め
と
す
る
家
電
製
品
や
マ

イ
カ
ー
の
普
及
が
進
み
、
生
活
様
式
や

も
の
の
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
た
時

代
で
も
あ
っ
た
。
国
民
生
活
は
厳
し
い

な
が
ら
も
向
上
し
、
ゆ
と
り
が
少
し
出

て
き
て
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
で
き
る
よ

う
な
時
代
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
大
鵬
や
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

選
手
が
、
厳
し
い
稽
古
や
練
習
に
耐
え

て
勝
ち
取
っ
た
勝
利
は
、
多
く
の
国
民

に
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
辛
抱
や
勇
気

を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

国
民
も
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
同
様
に
厳

し
い
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
み
、
豊
か
な
生
活
を
勝
ち
得

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
楽
し

み
を
実
感
で
き
た
強
さ
の
あ
っ
た
時
代

が
懐
か
し
い
。

町
詞発

長
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TOWN TOPICS
まちのトピックス

２４３人のランナーが疾走
　１月27日（日）「第３１回町民健康マラソン大会」を、ブルッ

クス大井事業所周辺道路で開催しました。この大会は、1,300

ｍ、3,000 ｍ、4,800 ｍと３種目あり、参加者は年齢や自

分のペースに合わせてエントリーし、走る楽しさを感じながら

元気いっぱいにゴールを目指しました。ゴール後には、ＰＴＡ

の皆さんから温かい豚汁が振る舞われ、おいしそうに食べて

いる参加者の姿がありました。また、大会運営に当たっては、

交通指導隊を含め、各種団体のご協力をいただきました。

工夫を重ねた飛行機づくり！
　

　２月９日（土）生涯学習センターで行われた「飛行機づくり教

室」には 42 人が参加し、大人はバルサ材を使って、子ども

はスチレン紙を使って飛行機を作りました。県立青少年セン

ターの講師に、作り方の指導や飛行機の飛ぶ原理などの説明

を聞いた後、参加者は飛ばすためにいろいろな工夫をしまし

た。終了後は、「作ってすぐ遊べて楽しかった」「誰よりも飛

ぶ飛行機を作りたい」「大人用は難しかったが、やりがいがあり、

完成したときの喜びが大きかった」などの感想がありました。

新入園児を招待して春祭り
　２月８日（金）、大井第二幼稚園で、新入園児や保護者を招待

して春祭りが行われました。ホールでは、ボウリングや魚釣り、

宝探しなど、年長の子が考えた楽しいゲームがたくさんあり、

招待されたお客さんは、一生懸命チャレンジしていました。

　教室では、手作りの人形でかわいい人形劇が行われていま

した。また、別の教室ではお化け屋敷が行われていて、遊園

地のこわーいものとは一味違い、園児がいろいろなところか

ら出てきて、参加者をビックリさせていました。

木星のしま模様が見えた！
　２月13 日（水）おおいゆめの里の農村公園で行われた、「冬

の星座観察会」には、小学４～６年生 26人が参加しました。

当日は、星座観察には絶好の条件のもと、木星や月の観察、

冬の星座の見つけ方などについて、講師の富川孝
こ う じ

治さん（中

井町立井ノ口小学校校長）から説明をしてもらいました。子

どもたちは天体望遠鏡を使い、木星の模様や月のクレーター

がはっきりと見えたことにとても感動していました。宇宙のす

ばらしさに触れ、星座への関心が深まったようでした。
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身近な情報をお寄せください。町民課　☎ 85-5004▲ ▲▲

☆写真で１か月を振り返るコーナー☆

プチ Photo News

□■□

□■□

□■□

□■□

お誕生日
おめでとうございます

お誕生日
おめでとうございます

（１０３歳・金手）
さん水上勝

か つ の す け

之助 

根岸トク さん
（１００歳・上大井）

間宮町長が湘光中学校で講話
　２月８日（金）、湘光中学校１年生の「総合的な学習の

時間」で、間宮町長が講話をしました。町長は郷土の

偉人、二宮尊徳の生き方に触れ、人とのかかわりを大

切にすることを説き、「相手が嫌な気持ちになることはし

ない、つまり、相手を大切にする。そのためにはまず自

分を大切にする。自分を大切にしながら、いい友達をた

くさん作ってほしい。」と話しました。

　また、「正義」という言葉に触れ、「いじめや自殺はと

んでもないこと。良いことをするには勇気がいるが、そ

ういうことができる人になってください。」と結びました。

津田清貴夫妻に感謝を込めて
　２月16日（土）、上山田自治会（77世帯）の主催で、

津田清
きよたか

貴さん・ゆみ子さん夫妻の送別会が「いこいの村

あしがら」で開催されました。津田さんは 21年間、相

和地区の駐在として勤務され、本年３月をもって定年退

職され、ふるさとの函館へ帰られます。その第２の人生を

祝福するとともに、長い間、相和地区の安全・安住に尽

力された功績に感謝と敬意を伝えました。出席者 73人、

聴くも語るも涙々のエピソードで盛り上がりました。津田

さんとの思い出は、皆さんの胸の奥にそれぞれ大切にし

まわれました。　　記事：まちかどリポーター　香川花
は な こ

子

　1月24日（木）・25日（金）、

湘光中学校の生徒が、町内や

町外のさまざまなところで職場

体験をしました。いろいろな

職場を体験し、自分の夢を持っ

たり興味を持ったりした方がい

るのではないでしょうか。

湘光中学校の生徒がいろいろな仕事を体験

　２月２日（土）・３日（日）、今

年で第２回となる西大井自治会

館祭が行われ、さまざまな世

代の方がひょうたん加工品づく

りなどを通して交流しました。

振る舞われた甘酒は、5 時間

以上かけて作った力作でした。

　１月25日（金）、大井小学校

で行われた学校公開の６年生

の授業では、「大井サイエンス

教室」と題し、科学を学びま

した。赤青めがねを使った３D

画像には「飛び出てきた！」と

興奮している児童もいました。

３Ｄ映像に興味津々

西大井自治会館祭
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○
贈
る
気
持
ち　

　

年
末
に
な
る
と
、
年
長
の
子

は
年
下
の
子
の
た
め
に
、
年
下

の
子
は
卒
園
す
る
年
長
の
子
の

た
め
に
、
鉢
植
え
に
し
て
贈
る

花
の
栽
培
を
始
め
ま
す
。
贈
る

人
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
種

ま
き
か
ら
水
や
り
ま
で
、
心
を

込
め
て
一
生
懸
命
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
始
め
は
保
育
者
の
声

か
け
で
水
や
り
を
し
て
い
ま
し

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

心
も
体
も
大
き
く
成
長

No.34  大井保育園

まちの文芸

教室からこんにちは

た
が
、
気
が
つ
く
と
子
ど
も
た

ち
は
率
先
し
て
じ
ょ
う
ろ
に
水

を
く
ん
で
水
や
り
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
芽
が
出

た
よ
！
」「
少
し
大
き
く
な
っ
た

よ
！
」
と
日
々
観
察
し
な
が
ら
、

生
育
を
喜
び
合
う
姿
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
作

り
の
花
か
ご
に
入
れ
、
卒
園
式

の
会
場
に
飾
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
、
遊
び

時
間(

45
分
間)

を
使
っ
て
３
～

５
歳
児
が
合
同
で
平
均
台
・
鉄

棒
・
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
運
動
遊
び
を
し

て
い
ま
す
。
１
・
２
歳
児
も
不
定

期
で
す
が
、
成
長
に
合
わ
せ
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
個
々
に
め
あ
て
を
も
っ

て
挑
戦
し
、
が
ん
ば
っ
て
き
た

成
果
を
10
月
に
行
わ
れ
る
運
動

会
で
披
露
し
ま
す
。
運
動
会
は
、

み
ん
な
が
達
成
感
を
味
わ
う
舞

台
で
も
あ
る
の
で
す
。

上．成長を願い水をあげる園児「早く大きくな～れ」
下．みんなで鉄棒の練習に取り組みます

指
す
べ
て
漲

み
な
ぎ

る
力
寒か

ん
げ
っ
こ
う

月
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

久
子

老
い
ま
じ
く
漢
字
百
書
く
松ま

つ
み
っ
か

三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

花
子

初
富
士
や
国
が
大
き
く
動
き
そ
う　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
木　

澄
子

蝉せ
み
こ
お
り氷

心
の
迷
い
純じ

ゅ
ん
か化

し
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
間　

秀
泰

残
り
香が

を
庭
に
散
ら
し
て
冬ふ

ゆ
そ
う
び

薔
薇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

春
江

そ
の
先
を
見
た
く
て
磨
く
初
鏡　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

幼
児
み
な
主
役
と
な
り
て
壇
上
に

　
　
　
　
　

巧
み
に
演
技
す
屈
託
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

洋
子

救
は
れ
し
い
の
ち
存

な
が
ら

ふ
わ
れ
な
れ
ば

　
　

老
ゆ
る
を
な
げ
く
は
贅ぜ

い

と
言
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

紀
子

　

霜
柱
溶
け
し
畑は

た
つ
ち土

柔
ら
か
く

　
　
　
　

は
こ
べ
の
蕾

つ
ぼ
み

は
や
も
ふ
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
木　

順
子

短
歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

俳
句

お
ほ
ゐ
俳
句
会
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　1 月 20 日㈰、今年も産業まつりの「けんちん汁振る
舞いコーナー」に長蛇の列ができていました。大井町で
採れた野菜、こんにゃく、豆腐を使ったしょうゆ味のす
まし汁で、毎年無料で提供しています。鎌倉の臨済宗派
の了義寺（山田地区）に伝わるもので、建長寺の修行僧
が作った建長汁が、なまってけんちん汁になったともい
われています。
　平成５年に発刊された「於

お ほ い

保為」13 号で、大井町歴
史研究会の４人の女性が、「一人一説けんちん汁考」と
題し、それぞれの家のけんちん汁をつくり、味比べをし
ています。具の種類はだいたい同じでしたが、肉を入れ
ている家もありました。昭和 30 年代頃までは、人寄せ
や葬式などでつくられていて、「大量につくったけんちん
汁のおいしさが忘れられない」と書いています。「煮直し
てさらにおいしくなる野菜が手に入らなくなったり、若い
人の中で味付けにみそをいれるようになったりしました。

まちかどReport

産業まつりのけんちん汁

まちかどリポーターがまちの気になる話題を紹介

時代に合うように変わっていっても、伝統の郷土料理と
して長く残すため、つくり続けていきたい」と結んでい
ます。
　冬の寒い日に温かいけんちん汁を食べるとほっこりと
した心持ちになります。
　産業まつりの日も寒い日よりでした。

檜佐義明

　平成 24 年神奈川県広報コンクールで、広報おお

いは広報紙（町村の部）で最優秀賞を受賞しました。

受賞作は、まちかどリポーター特集「大井のおいし

い水」を掲載した平成 24 年 12 月号で、「まちかどリ

ポーターが企画・取材した特集は、多角的で読ませ

る記事である。毎号紙面に多くの町民を登場させて

いることが本紙の最大の長所」と評価されました。

　最優秀作品は、神奈川県代表として（社）日本広報

協会が主催する全国広報コンクールに推薦されます。

県広報コンクール

広報おおいが最優秀賞

広報紙
（町村の部）

平成 24 年 最 優 秀 賞

平成 23 年 優 秀 賞

平成 22 年 佳 作

平成 21 年 優 秀 賞

受賞作

燃えろ！スポーツ魂

大井剣道教室　武道始め

　２月11日（祝・月）、大井小学校体育館で大井剣道教室
の武道始めが行われました。今年は、会場にＯＢや高校
生もたくさん駆けつけ、幼稚園年長児から中学生まで総
勢 30 人の剣士が、木刀による剣道基本技を披露したあ
と、元気に試合をしました。 （過去 4 年間の結果）
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※有料広告掲載欄です。広告掲載を希望する方は町民課（☎ 0465-85-5004）にご連絡ください。

　

子
育
て
中
は
、
多
く
の
親
が
「
子

ど
も
に
早
く
自
立
し
て
も
ら
い
た

い
、
自
分
の
時
間
が
欲
し
い
。」
と
、

願
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ざ

子
ど
も
が
独
立
し
て
し
ま
う
と
、
こ

こ
ろ
に
ポ
ッ
カ
リ
と
穴
が
開
い
た
よ

う
な
感
覚
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
自
立
後

の
喪
失
感
か
ら
、
自
分
だ
け
取
り
残

さ
れ
た
よ
う
な
孤
独
感
を
持
ち
、
こ

こ
ろ
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
「
空

の
巣
症
候
群
」
と
言
い
ま
す
。

「うれしいのに切ない

　　　　　　子どもの自立

 こころにポッカリと

　　　　　穴が開いたような

　　　『空
から

の巣症候群』」

今月は、

篠原由香里

保健師です

　春の訪れを感じる季節。大切に育

ててきた子どもが、進学、就職、結

婚などの新生活に向けて親元から

巣立っていき、うれしいのに切ない

という気持ちになることがあります。

memo保健師

症
状

ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
の
？

対
策

う
つ
病
に
似
た
症
状
が
あ
り
ま
す
。

●
気
分
が
落
ち
込
む

　

と
く
に
、
専
業
主
婦
で
子
育
て
に

没
頭
し
、
自
分
の
こ
と
は
二
の
次
と

い
っ
た
人
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
更
年
期
に
よ
る
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
、
夫
が

仕
事
ば
か
り
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

単
身
赴
任
中
で
不
在
、
夫
婦
関
係
が

あ
ま
り
よ
く
な
い
こ
と
に
も
原
因
が

●
完
璧
す
ぎ
ず
、
手
を
抜
い
て
気
分

転
換
を
図
る

●
母
親
と
し
て
以
外
の
自
分
に
つ
い

て
考
え
る
。
趣
味
を
も
つ
、
広
げ
る

●
夫
婦
間
で
会
話
を
す
る
時
間
を
増

や
す

●
誰
か
に
話
を
聴
い
て
も
ら
う

な
ど

　

子
ど
も
は
巣
立
っ
て
も
、
古
巣

を
捨
て
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

困
っ
た
と
き
に
道
案
内
を
求
め
た

り
、
傷
つ
い
た
と
き
に
羽
を
癒
せ
る

場
所
が
「
古
巣
」
な
の
で
す
。
急
に

は
変
わ
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
徐
々

に
自
分
の
位
置
や
今
後
の
こ
と
を
考

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
症
状
を
放
っ
て
お
く

と
、
う
つ
病
に
進
行
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
上
記
の
よ
う
な
症
状
が
２

週
間
以
上
続
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
心

療
内
科
な
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
育
て
健
康
課

で
も
保
健
師
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
何
も
し
た
く
な
い
、
楽
し
く
な
い

●
食
欲
が
な
い
、
ま
た
は
極
端
に
あ
る

●
眠
れ
な
い
、
し
ば
し
ば
夜
中
に
起

き
て
し
ま
う

●
疲
れ
や
す
い
、
気
力
が
わ
か
な
い

●
強
い
罪
悪
感
が
あ
る

●
死
に
つ
い
て
繰
り
返
し
考
え
る

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
空
の
巣
症
候
群
」

は
、
母
親
だ
け
で
は
な
く
、
父
親
に

も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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聞く力

ニッポンの山里

農家になろう　全５巻

極限の雪原を超えて

望郷

悲しみを生きる力に

頑固オヤジから普通の小学生まで、つい本
音を語ってしまうのはなぜか。インタビュー
が苦手だった著書が 1,000 人近い出会い、
30 回以上のお見合いで掴

つか

んだコミュニケー
ション術を披露する。

全国の山里を訪ね、丹念に小径
みち

を歩き、
土地に遺

のこ

る知恵や伝統、そして里人の希望
や危機を探る。旅の達人・イケウチ先生の
ちょっと風変わりな旅の記憶。

酪農家、養蜂家、水田農家、野菜農家、
果樹農家それぞれの生活に密着し、暮らし
と仕事の様子を写真と共に紹介した本。今
の農家の様子がよくわかります。

美しき海にかけられた白いつり橋は、愛す
る故郷に何をもたらし、何を奪っていった
のか。島に生まれ育った人々が織りなす心
の奥底を揺さぶる連作短編集。／そうわ会
館に入荷

2000 年 12 月、一家四人が殺害された「世
田谷事件」。突然妹一家を失った著者が自
らの体験をもとに、つらく、悲しい思いを
抱える人へ送る希望のメッセージ。

池内 紀
おさむ

／著　　山と渓谷社

農文協／編　　農山漁村文化協会

木崎甲
こ う し ろ う

子郎／著　　成山堂書店阿川佐
さ わ こ

和子／著　　文芸春秋社

湊かなえ／著　　文芸春秋社

入江杏
あん

／著　　岩波ジュニア新書

●３月の展示

「キノベス２０１３」

　紀伊国屋書店の店員が、昨年出版された本で一番おも
しろかったものを選んでいる「キノベス２０１３」から、所
蔵している図書を展示します。

「本屋大賞」

　新刊書の書店で働く書店員の投票で決まる本屋大賞
は、４月 9 日に発表されます。現在ノミネートされて
いる作品で、所蔵している図書を展示します。

Event & Information

New  Books

◎開館時間　9:00 ～ 17:15　◎３月の休館日　11日㈪、25 日㈪

◎問い合わせ　大井町図書館  ☎ 83-5409　そうわ開館図書室  ☎ 85-1601
図書館だより

おたより紹介
▲ ▲▲

▲ ▲▲

日本の南極探検史上唯一の殉職者を出し
た部隊への参加、地図にない極地の未踏
山の登頂…。木崎甲子郎は常人の予想もつ
かない極地での苦境をどう乗り超えてきた
のか。極地探検請負人の物語。

●３月のおはなし会

●親子いっしょのおはなし会
日程　３月14 日㈭　10:30 ～ 11:00　
場所　おはなしのへや
対象　就学前のお子さんと保護者

時間／ 14:00 ～ 14:30　場所／おはなしのへや

●最近のドライバーは信号無視する人が多い様な気がします。心に余裕を持って運転してほしいです。（野生のリサママ）
●（まちがいさがしを）毎回楽しみにみては一生懸命さがしているのですがわからず、今回は何とかわかった様な気がしました。
　 （大根バーチャン）
●相模金子駅前公園で遊んでいる小学生たちの自転車の置き方が、道路にまで出ていたりして危ない。（まなちゃん）
●まちがいさがしを毎回楽しみにしています。今回は 15 の違いに気付くのに苦労しました。（キナコ）

２ 日 ㈯（絵本）くんちゃんのはじめてのがっこう／ひとまねこざる
９ 日 ㈯（絵本）長ぐつをはいたねこ／しずくのぼうけん
16 日 ㈯（絵本）おたんじょうびおめでとう！／ヒマラヤのふえ
23 日 ㈯（紙芝居）おやゆびひめ／（絵本）おむすびころりん
30 日 ㈯（紙芝居）こびとのくつや／（絵本）とってもとっても

いいところ
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おおいの　住まいづくりお手伝い

県知事（般－22）　第 30310 号

足柄上郡大井町金子2024-6

TEL/FAX　0465-83-4969

有限会社

栢沼　工務店

http//kaya-numa.com

検索栢沼工務店

※有料広告掲載欄です。広告掲載を希望する方は町民課（☎ 0465-85-5004）にご連絡ください。

Q
　写真は、２月９日㈯～ 17 日㈰

まで生涯学習センターで開催され

た「おおい自然園展示会」の様子

です。上と下の写真は、比べると

違っているところが５か所ありま

す。どこでしょう？ 写真の数字で

答えてください。

■応募方法
　はがきに、答え・住所・氏名（ペ

ンネーム）・年齢・日ごろ思うこと

（町への意見や広報おおいへの感

想などなんでも OK）を記入して応募

あて先　〒 258-8501

　足柄上郡大井町金子 1995 番地

　大井町役場　町民課

　広報おおい係

締切　３月 15 日㈮

○応募者の中から、抽選で２名の

　方に粗品をプレゼントします。

○２月号の答え
　  １・８・11・13・15

○当選者　（応募 12 通）

　木村日才さん、滝島哲也さん
おめでとうございます！

挑戦！
まちがいさがしに

広報おおいに広告をのせませんか

ホームページのバナー広告も
　　　　　　　　　　　募集中です。

１枠（縦 6.5cm×横 5.5cm）　5,000 円

２枠（縦 6.5cm×横 11.5cm）9,500 円

３枠（縦 6.5cm×横 17.5cm）14,000 円

申込・問い合わせ先
町民課　☎ 85-5004

掲載料 ( 月額 )

広告主募集

http://www.town.oi.
　　　　　kanagawa.jp

ホームページで

　　　　毎日掲載中♪

おおいブログ

町のイベント

や身近な情報

が、毎日更新

されているよ。

か や ぬ ま こ う む て ん
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３月の行事予定 Schedule of  M arch

編 

集 

お 

お 

い

日程 事業予定 場所
２日（土）大井町ふれあいスキー（一泊二日） 長野県

３日（日）町民バドミントン大会（9:15 ～） 総合体育館

５日（火）
フラワーアレンジメント教室（9:30 ～ 12:00）四季の里

ぞうさんくらぶ（9:30 ～） 保健福祉センター

６日（水）親子相談（午前／予約制） 保健福祉センター

８日（金）

湘光中学校卒業証書授与式（9:30 ～） 湘光中学校

脳トレ運動教室（10:00 ～ 12:00） 保健福祉センター

３歳児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

９日（土）子ども炭焼き体験③（8:30 ～ 13:30） 山田炭焼き小屋

10 日（日）町民バスケットボール大会（9:15 ～） 総合体育館

11 日（月）エンジョイ！マタニティ（13:00 ／予約制）保健福祉センター

12 日（火）３か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

14 日（木）赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

15 日（金）

のびっこくらぶ（うさぎ・りす）（9:50 ～） わんぱくらんど

脳トレ運動教室（10:00 ～ 12:00） 保健福祉センター

２歳児歯科検診（13:00 ～） 保健福祉センター

ニュースポーツ講習会（19:30 ～ 21:00） 総合体育館

17 日（日）吉原自治会館落成式（10:00 ～） 吉原自治会館

19 日（火）町立３幼稚園卒園式（10:00 ～） 各町立幼稚園

20 日（水）菜の花まつり１日目（10:00 ～ 15:00） ひょうたん池周辺

21 日（木）町立３小学校卒業式（9:30 ～） 各町立小学校

22 日（金）脳トレ運動教室（10:00 ～ 12:00） 保健福祉センター

23 日（土）
大井保育園卒園式（9:30 ～） 大井保育園

菜の花まつり２日目（10:00 ～ 15:00） ひょうたん池周辺

24 日（日）
菜の花まつり３日目（10:00 ～ 15:00） ひょうたん池周辺
トレーニングルーム講習会（15:00 ～ 16:30
／予約制）

総合体育館

26 日（火）１歳６か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

27 日（水）経済講演会（18:00 ～ 19:30） 生涯学習センター

28 日（木）
赤ちゃん健康相談（9:30 ～）

一般健康相談（9:30 ～／予約制）
保健福祉センター

● 人口 男性  8,762 人 （-15）
　　　 女性 8,727 人 （-9）

合計 17,489 人 （-24）
● 世帯数 6,424 世帯 （1）

人口と世帯数 １月 31 日現在　（　）内は前月比

今月の納付

今月の口座振替日は、４月１日㈪です。

● 保育所保育料３月分
● 上下水道使用料１・２月分
● 幼稚園保育料３月分
● 国民健康保険税 10 期分
● 介護保険料９期分
● 住宅使用料４月分
● 後期高齢者医療保険料９期分

・宅地内の漏水修理代金は、自己負担です。
・土日・祝日の開閉栓はできませんので、引っ
  越しをする方は早めに連絡をしてください。

2月24日～3月2日 矢口水道工業 ☎82-4069
3 月 3 日～ 9 日 西湘設備工業 ☎82-9916
3 月 10 日～ 16 日 平石設備工業 ☎82-4711
3 月 17 日～ 23 日 木村設備工業 ☎83-5053
3 月 24 日～ 30 日 ナカネン ☎83-6625
3月31日～4月6日 石澤管工事 ☎83-4533

漏水修理当番 生活環境課　☎85-5011

お誕生おめでとう １月 16 日～２月 15 日受理

町内交通事故発生状況 １月 1日～ 31日

●件数５件　●死亡０人　●負傷５人 

　　氏名 性別 保護者 自治会

杉山　桜
お う き

輝 男 淳也・香織 市　場

勝俣　茉
ま の ん

音 女 直人・朋恵 馬　場

寺内　咲
さ く ら

來 女 大介・優 新　宿

大竹　寿
と し や

哉 男 良平・典子 河　原

今井　蒼
あ お た

大 男 恭介・友紀 上大井

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載５件／届出５件

▽
今
月
は
町
の
文
化
財
を
特
集
し
ま
し
た
。

「
古
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
と
い
う

孔
子
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
古
い
も
の
に

触
れ
る
と
、
当
時
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
▽
私
は
城
が
好
き
で
、
旅
行
先
に
城

が
あ
る
と
、
つ
い
足
を
伸
ば
し
て
し
ま
い
ま

す
。
初
め
て
訪
れ
た
地
元
の
名
城
小
田
原
城

は
、
１
４
９
５
年
、
北
条
早
雲
が
奪
取
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
五
代
続
い
た

後
北
条
氏
は
、
小
田
原
で
善
政
を
し
い
た
こ

と
で
も
有
名
で
す
。
あ
の
上
杉
謙
信
や
武
田

信
玄
の
攻
撃
に
も
耐
え
抜
き
ま
し
た
。
地
元

で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
を
進
め
る
動
き

も
あ
り
、
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

 　
　

  　
　
　
　
（
広
報
担
当　

Ｉ
）
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ア
カ
ガ
ネ

　
　
サ
ル
ハ
ム
シ

　

姿
を
見
た
こ
と
は
な
く
て
も
、
タ
マ
ム
シ
と
い
う
名
前
を
知
っ

て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
も
実
は
、
数
が
多
い
の
は
タ
マ
ム
シ
で
は
な
く
、
こ
こ
で

紹
介
す
る
ア
カ
ガ
ネ
サ
ル
ハ
ム
シ
と
い
う
名
前
の
虫
で
す
。
春

に
な
り
い
ろ
い
ろ
な
草
木
が
芽
吹
き
出
す
と
、
姿
を
見
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
と
、「
ア
カ
ガ
ネ
」
は
「
銅
」
で

体
の
色
が
赤
銅
色
を
し
て
い
る
。「
サ
ル
」
は
ま
る
み
が
か
っ
た

体
が
サ
ル
に
似
て
い
る
と
い
う
説
。「
ハ
ム
シ
」
は
葉
を
食
べ
る

虫
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
に
長
い
名
前
に
な
り
ま
し
た
。

　

根
岸
山
や
相
和
地
区
の
畑
の
周
囲
、
林
の
縁
な
ど
で
こ
の
虫

は
見
ら
れ
ま
す
が
、
写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
ど
う
で
す
か
。
私

に
は
タ
マ
ム
シ
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
に
見
え
ま
す
し
、
タ
マ
ム
シ
よ

り
美
し
く
感
じ
ま
す
。

　

食
べ
る
葉
は
、
ノ
ブ
ド
ウ

な
ど
の
野
生
の
ブ
ド
ウ
で
、

散
策
の
折
な
ど
に
ブ
ド
ウ
に

よ
く
似
た
葉
が
あ
っ
た
ら
覗の

ぞ

い
て
み
る
と
、
こ
の
虫
に
出

会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

撮
影
し
て
、
こ
の
色
を
出

す
の
が
思
っ
た
以
上
に
難
し

か
っ
た
で
す
。

広
報
お
お
い
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

毎
月

1
日
発
行
／
発
行
部
数

6
,2
0
0
部

■
発
行
／
大
井
町
　
編
集
／
町
民
課
　

〒
2
5
8
-
8
5
0
1
　
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
金
子

1
9
9
5
番
地
　

☎
0
4
6
5
-
8
3
-
1
3
1
1
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
o
i
.
k
a
n
a
g
a
w
a
.
j
p
/

酒
井
春
彦
（
中
井
町
立
井
ノ
口
小
学
校
総
括
教
諭
）

No.33

おおい
自然園

「タゴールに

　　魅せられて」

Profile プロフィール

大井の

煌人キラビト

　

伊
藤
さ
ん
は
、
定
年
退
職
後
の
日
々
を
過

ご
す
中
で
、
何
か
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

た
。
心
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
自
身
が
高
校
生

の
と
き
に
出
会
い
、
人
生
の
支
え
と
な
っ
て

い
た
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
集
「
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ

リ
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
み
ん
な
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。
伊

藤
さ
ん
は
５
年
を
費
や
し
、
詩
集
の
口
語
体

の
日
本
語
訳
を
完
成
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
、
タ
ゴ
ー
ル
の
魅
力
を
伝
え
る
活

動
に
も
熱
が
入
っ
た
。
イ
ン
ド
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
の
「
イ
ン
ド
通
信
」
へ
の
執
筆
や
、

イ
ン
ド
大
使
館
で
「
タ
ゴ
ー
ル
ソ
ン
グ
の
つ

き
な
い
魅
力
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

　
「
イ
ン
ド
の
こ
と
は
何
で
も
興
味
が
あ
り
ま

す
」
現
在
は
パ
ソ
コ
ン
も
学
び
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
イ
ン
ド
の
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
イ

ン
ド
の
歌
や
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
音
声
で
聞
い

た
り
し
て
い
る
。

※
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
１
８
６
１
年

～
１
９
４
１
年
）
ア
ジ
ア
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
し
た
イ
ン
ド
の
詩
人
。
劇
作
家
、
小
説
家
、

画
家
、
音
楽
家
な
ど
と
し
て
も
活
躍
。
親
日
家
で
、

５
度
来
日
し
た
。

里
山
の
ミ
ニ
タ
マ
ム
シ

広
報

お
お

い
2
013

年
3
月
1
日
発
行

３
月
号

（上大井）

伊　晉二 さん

伊　晉二（いとう・しんじ）

1937 年、新潟県生まれ。
ベンガル語を独学し、初めてタ
ゴールの詩集「ギーターンジャ
リ」の口語体の日本語訳を出
版した。インドの文化に引かれ、
５度インドを訪れた。趣味はイ
ンドの映画や音楽鑑賞、ヨガ
体操、奥さんと作るインド料理
など


